
(57)【要約】

　呼吸訓練を使用した生理的調和を促進するシステムと

方法を開示する。一実施形態では、最適な呼吸周期およ

び／またはＲＳＡパターンが決定される。次いで被験者

が、１つまたは複数の呼吸指示器を使用して、この最適

な呼吸レベルに従うように訓練される。別の実施形態に

おいては、特定の被験者の反応時間および／または不規

則な呼吸現象に対して、呼吸指示器のタイミング・シー

ケンスが最適化される。さらに別の実施形態では、被験

者の呼吸リズムを使用して、被験者の感情状態および供

給された対応フィードバックが検出される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 験 者 の 呼 吸 を 監 視 す る ス テ ッ プ と 、
　 現 在 の 呼 吸 周 期 と 現 在 の 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 パ タ ー ン の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 、 １
つ ま た は 複 数 の 前 記 被 験 者 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 最 適 な 呼 吸 周 期 と 最 適 な 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 パ タ ー ン の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 、 １
つ ま た は 複 数 の 前 記 被 験 者 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン を 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン
に 接 近 さ せ る た め に 前 記 被 験 者 に 特 定 の 時 期 に 呼 吸 を 行 う よ う 指 示 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 被 験 者 の 感 情 状 態 を 表 す フ ィ ー ド バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る ス テ ッ プ と
を 含 む 、 人 間 の 感 情 状 態 を 改 善 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る ス テ ッ プ が 、 心 拍 数 の 変 動 性 に 基
づ い た 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る こ と を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 指 示 す る ス テ ッ プ が 、 呼 吸 指 示 器 を 使 用 し て 前 記 特 定 の 時 期 に 前 記 呼 吸 を 行 う よ う 前 記
被 験 者 に 指 示 す る こ と を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 指 示 す る ス テ ッ プ が 、 視 覚 指 示 器 、 聴 覚 指 示 器 、 触 覚 指 示 器 の う ち の 少 な く と も １ つ で
あ る 前 記 呼 吸 指 示 器 を 使 用 し て 前 記 被 験 者 に 指 示 す る こ と を 含 む 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 被 験 者 の 反 応 時 間 に 基 づ い て 前 記 呼 吸 指 示 器 を 較 正 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 請 求
項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 較 正 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 呼 吸 指 示 器 の タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス が 前 記 被 験 者 の 反 応 時
間 の 関 数 と し て 調 節 さ れ る よ う に 、 前 記 被 験 者 の 前 記 反 応 時 間 に 基 づ い て 前 記 呼 吸 指 示 器
を 動 的 に 較 正 す る こ と を 含 む 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン に 対
応 す る 目 的 指 向 の 視 覚 的 表 示 で あ る フ ィ ー ド バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る こ と を 含 む 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 目 的 指 向 の 視 覚 的 表 示 を 使 用 し て 前 記 被 験
者 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る こ と を 含 み 、 前 記 目 的 指 向 の 視 覚 的 表 示 が 、 前 記 １ つ ま た
は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン が 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン に 収 束 す る と き
に 目 標 パ タ ー ン に 収 束 す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 指 示 す る ス テ ッ プ と 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る ス テ ッ プ を 使 用 し て 、 前 記 被 験
者 の 生 理 学 的 調 和 を 改 善 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン が 前 記 被 験 者 の 現 在 の 感 情 状 態 を 反 映 す る 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る ス テ ッ プ が 、 ゲ ー ム ・ イ ベ ン ト の 形 式 で 前 記 被 験 者 に フ ィ ー
ド バ ッ ク を 提 供 す る こ と を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 被 験 者 の 呼 吸 を 監 視 す る 手 段 と 、
　 現 在 の 呼 吸 周 期 と 現 在 の 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 パ タ ー ン の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 、 １
つ ま た は 複 数 の 前 記 被 験 者 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る 手 段 と 、
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　 最 適 な 呼 吸 周 期 と 最 適 な 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 パ タ ー ン の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 、 １
つ ま た は 複 数 の 前 記 被 験 者 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン を 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン
に 接 近 さ せ る た め に 前 記 被 験 者 に 特 定 の 時 期 に 呼 吸 を 行 う よ う 指 示 す る 呼 吸 指 示 器 と 、
　 前 記 被 験 者 の 感 情 状 態 を 表 す フ ィ ー ド バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る 表 示 装 置 と
を 含 む 、 人 間 の 感 情 状 態 を 改 善 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る 前 記 手 段 が 、 心 拍 数 の 変 動 性 に 基
づ い た 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る 手 段 を 含 む 請 求 項 １ ２ に 記 載
の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 呼 吸 指 示 器 が 、 視 覚 指 示 器 、 聴 覚 指 示 器 、 触 覚 指 示 器 の う ち の 少 な く と も １ つ で あ
る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 呼 吸 指 示 器 が 前 記 被 験 者 の 反 応 時 間 に 基 づ い て 較 正 さ れ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 呼 吸 指 示 器 の タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス が 前 記 被 験 者 の 反 応 時 間 の 関 数 と し て 調 節 さ
れ る よ う に 、 前 記 呼 吸 指 示 器 が 、 前 記 被 験 者 の 前 記 反 応 時 間 に 基 づ い て 動 的 に 較 正 さ れ る
請 求 項 １ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 表 示 装 置 が 、 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン に 対 応 す る 目 的 指 向 の 視 覚
的 表 示 の 形 式 で フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 目 的 指 向 の 視 覚 的 表 示 が 、 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン が 前 記 １ つ ま
た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン に 収 束 す る と き に 目 標 パ タ ー ン に 収 束 す る 請 求 項 １ ７ に 記
載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 被 験 者 の 生 理 学 的 調 和 が 、 前 記 呼 吸 指 示 器 と 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る ス テ ッ
プ と を 使 用 し て 改 善 さ れ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン が 、 前 記 被 験 者 の 現 在 の 感 情 状 態 を 反 映 す る
請 求 項 １ ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 フ ィ ー ド バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る 前 記 表 示 装 置 が 、 ゲ ー ム ・ イ ベ ン ト 形 式 の フ ィ
ー ド バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る 表 示 装 置 を 含 む 請 求 項 １ ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ で 使 用 可 能 な メ デ ィ ア を 備
え る コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 で あ っ て 、
　 被 験 者 の 呼 吸 を 監 視 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド と 、
　 現 在 の 呼 吸 周 期 と 現 在 の 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 パ タ ー ン の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 、 １
つ ま た は 複 数 の 前 記 被 験 者 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ
グ ラ ム ・ コ ー ド と 、
　 最 適 な 呼 吸 周 期 と 最 適 な 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 パ タ ー ン の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 、 １
つ ま た は 複 数 の 前 記 被 験 者 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ
グ ラ ム ・ コ ー ド と 、
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン を 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン
に 接 近 さ せ る た め に 前 記 被 験 者 に 特 定 の 時 期 に 呼 吸 を 行 う よ う 指 示 す る た め の コ ン ピ ュ ー
タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド と 、
　 前 記 被 験 者 の 感 情 状 態 を 表 す フ ィ ー ド バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る た め の コ ン ピ ュ ー
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タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド と
を 含 む コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン を 決 定 す る た め の 前 記 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ
グ ラ ム ・ コ ー ド が 、 心 拍 数 の 変 動 性 に 基 づ い た 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン
を 決 定 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を 含 む 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の コ ン ピ
ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 指 示 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド が 、 呼 吸 指 示 器 を 使 用 し て 前
記 特 定 の 時 期 に 前 記 呼 吸 を 行 う よ う 前 記 被 験 者 に 指 示 す る ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ
ー ド を 含 む 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 指 示 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド が 、 視 覚 指 示 器 、 聴 覚 指 示 器
、 触 覚 指 示 器 の う ち の 少 な く と も １ つ で あ る 前 記 呼 吸 指 示 器 を 使 用 し て 前 記 被 験 者 に 指 示
す る コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を 含 む 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ
グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 被 験 者 の 前 記 反 応 時 間 に 基 づ い て 前 記 呼 吸 指 示 器 を 較 正 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 可
読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を さ ら に 含 む 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 呼 吸 指 示 器 を 較 正 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド が 、 前 記 呼 吸 指
示 器 の タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス が 前 記 被 験 者 の 反 応 時 間 の 関 数 と し て 調 節 さ れ る よ う に 、
前 記 被 験 者 の 前 記 反 応 時 間 に 基 づ い て 前 記 呼 吸 指 示 器 を 動 的 に 較 正 す る コ ン ピ ュ ー タ 可 読
プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を 含 む 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る た め の 前 記 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド が 、 前 記 １
つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン に 対 応 す る 目 的 指 向 の 視 覚 的 表 示 で あ る フ ィ ー ド バ ッ
ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を 含 む 請 求 項 ２ ２ に 記 載
の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る た め の 前 記 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド が 、 前 記 目
的 指 向 の 視 覚 的 表 示 を 使 用 し て 前 記 被 験 者 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る コ ン ピ ュ ー タ 可 読
プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を 含 み 、 前 記 目 的 指 向 の 視 覚 的 表 示 が 、 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の
呼 吸 パ タ ー ン が 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン に 収 束 す る と き に 目 標 パ タ ー ン
に 収 束 す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 指 示 し 、 か つ フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 し て 、 前 記 被 験 者 の 生 理 学 的 調 和 を 改 善 す る た
め の コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を さ ら に 含 む 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ
・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 １ つ ま た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン が 前 記 被 験 者 の 現 在 の 感 情 状 態 を 反 映 す る 請
求 項 ２ ２ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 フ ィ ー ド バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る た め の 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 プ ロ グ ラ ム ・ コ
ー ド が 、 ゲ ー ム ・ イ ベ ン ト 形 式 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る コ ン ピ ュ ー タ 可
読 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を 含 む 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 被 験 者 の 生 理 学 的 特 性 を サ ン プ リ ン グ す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 生 理 学 的 特 性 の 尺 度 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 被 験 者 が 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 、 前 記 尺 度 に 基 づ い て 決 定 す る ス テ ッ
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プ と を 含 み 、 前 記 状 態 が 、 正 弦 波 形 状 の 心 臓 リ ズ ム ・ パ タ ー ン と 前 記 被 験 者 の ２ つ 以 上 の
発 振 器 系 間 に お け る 向 上 し た 同 期 の う ち の 少 な く と も １ つ で 特 徴 付 け ら れ る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 尺 度 を 決 定 す る ス テ ッ プ が 、 心 拍 数 変 動 と 、 呼 吸 パ タ ー ン と 、 血 圧 リ ズ ム と 、 Ｅ Ｃ
Ｇ － Ｒ 波 形 の 振 幅 か ら 導 出 さ れ た 係 数 と を 含 む 前 記 生 理 学 的 特 性 の 前 記 尺 度 を 決 定 す る こ
と を 含 む 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 尺 度 を 決 定 す る ス テ ッ プ が 、 周 波 数 領 域 、 時 間 領 域 、 周 期 解 析 、 テ ン プ レ ー ト ・ マ
ッ チ の う ち の い ず れ か １ つ で 表 現 さ れ る 、 前 記 生 理 学 的 特 性 の 前 記 尺 度 を 決 定 す る こ と を
含 む 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 発 振 器 系 が 、 心 臓 リ ズ ム 、 呼 吸 リ ズ ム と 血 圧 振 動 、 Ｅ Ｃ Ｇ Ｒ 波 形 の 振 幅 、 パ ル ス 波
形 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 測 定 、 血 管 反 応 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 が 、 前 記 被 験 者 の 心 臓 リ ズ ム 、 呼 吸 リ ズ ム 、 血 圧 リ ズ ム の う ち の
２ つ 以 上 の 間 に お け る エ ン ト レ イ ン メ ン ト 状 態 で さ ら に 特 徴 付 け ら れ る 請 求 項 ３ ３ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 が 、 前 記 被 験 者 に お け る 向 上 し た 積 極 的 感 情 で さ ら に 特 徴 付 け ら
れ る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 被 験 者 が 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 決 定 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 尺 度 を 生 理
学 的 調 和 範 囲 と 比 較 す る こ と を 含 み 、 前 記 生 理 学 的 調 和 範 囲 が 、 周 波 数 範 囲 で 表 現 さ れ か
つ ０ ． ０ ３ １ ２ ５ ヘ ル ツ と ０ ． ２ ３ ４ ヘ ル ツ の 間 に あ る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 調 和 範 囲 が 、 前 記 生 理 学 的 特 性 の 共 鳴 周 波 数 を 含 む 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 尺 度 が 、 前 記 被 験 者 の 感 情 状 態 を 決 定 す る た め に 使 用 可 能 な パ タ ー ン で あ る 請 求 項
３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 が 、 前 記 被 験 者 の 前 記 ２ つ 以 上 の 発 振 器 系 間 の 位 相 と 周 波 数 ロ ッ
ク の う ち の １ つ を 有 す る こ と を 含 む 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 被 験 者 が 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 決 定 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 尺 度 を 生 理
学 的 調 和 範 囲 と 比 較 す る こ と を 含 む 方 法 で あ っ て 、 前 記 比 較 す る こ と に 基 づ い て フ ィ ー ド
バ ッ ク を 前 記 被 験 者 に 提 供 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク が 、 前 記 被 験 者 を 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 に 接 近 さ せ る 請 求 項 ４ ３ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 複 数 の 被 験 者 そ れ ぞ れ か ら 前 記 生 理 学 的 特 性 を サ ン プ リ ン グ す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 複 数 の 被 験 者 そ れ ぞ れ か ら の 前 記 生 理 学 的 特 性 の 前 記 サ ン プ リ ン グ か ら グ ル ー プ の
尺 度 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 複 数 の 被 験 者 が 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 前 記 グ ル ー プ の 尺 度 に 基 づ
い て 決 定 す る ス テ ッ プ と を さ ら に 含 む 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 複 数 の 被 験 者 が 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 決 定 す る ス テ ッ プ が 、 前 記
グ ル ー プ の 尺 度 を 生 理 学 的 調 和 範 囲 と 比 較 す る こ と を 含 む 方 法 で あ っ て 、 前 記 比 較 す る こ
と に 基 づ い て フ ィ ー ド バ ッ ク を 前 記 複 数 の 被 験 者 に 提 供 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 請 求 項
４ ５ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク が 、 前 記 複 数 の 被 験 者 を 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 に 接 近 さ せ る 請 求 項
４ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク が ゲ ー ム ・ イ ベ ン ト の 形 式 で あ る 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 被 験 者 の 生 理 学 的 特 性 を サ ン プ リ ン グ す る よ う な さ れ た サ ン プ リ ン グ 手 段 と 、
　 前 記 サ ン プ リ ン グ 手 段 に 結 合 さ れ た プ ロ セ ッ サ で あ っ て 、 前 記 生 理 学 的 特 性 の 尺 度 を 決
定 し 、 前 記 被 験 者 が 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 前 記 尺 度 に 基 づ い て 決 定 す る プ ロ
セ ッ サ と を 含 み 、
　 前 記 状 態 が 、 正 弦 波 形 状 の 心 臓 リ ズ ム ・ パ タ ー ン と 前 記 被 験 者 の ２ つ 以 上 の 発 振 器 系 間
に お け る 向 上 し た 同 期 の う ち の 少 な く と も １ つ で 特 徴 付 け ら れ る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 生 理 学 的 特 性 が 、 心 拍 数 変 動 リ ズ ム と 、 呼 吸 パ タ ー ン と 、 血 圧 リ ズ ム と 、 Ｅ Ｃ Ｇ －
Ｒ 波 形 の 振 幅 か ら 導 出 さ れ た 係 数 を 含 む 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 尺 度 が 、 周 波 数 領 域 、 時 間 領 域 、 周 期 解 析 、 テ ン プ レ ー ト ・ マ ッ チ の う ち の い ず れ
か １ つ で 表 現 さ れ る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 発 振 器 系 が 、 心 臓 リ ズ ム 、 呼 吸 リ ズ ム と 血 圧 振 動 、 Ｅ Ｃ Ｇ Ｒ 波 形 の 振 幅 、 パ ル ス 波
形 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 測 定 、 血 管 反 応 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 が 、 前 記 被 験 者 の 心 臓 リ ズ ム 、 血 圧 リ ズ ム 、 呼 吸 リ ズ ム の う ち の
２ つ 以 上 の 間 に お け る エ ン ト レ イ ン メ ン ト 状 態 で さ ら に 特 徴 付 け ら れ る 請 求 項 ４ ９ に 記 載
の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 が 、 前 記 被 験 者 に お け る 向 上 し た 積 極 的 感 情 で さ ら に 特 徴 付 け ら
れ る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 被 験 者 が 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 決 定 す る た め に 、 前 記 プ ロ セ ッ サ が さ
ら に 、 前 記 尺 度 を 生 理 学 的 調 和 範 囲 と 比 較 し 、 前 記 生 理 学 的 調 和 範 囲 が 、 周 波 数 範 囲 で 表
現 さ れ か つ ０ ． ０ ３ １ ２ ５ ヘ ル ツ と ０ ． ２ ３ ４ ヘ ル ツ の 間 に あ る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 調 和 範 囲 が 、 前 記 生 理 学 的 特 性 の 共 鳴 周 波 数 を 含 む 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 尺 度 が 、 前 記 被 験 者 の 感 情 状 態 を 決 定 す る た め に 使 用 可 能 な パ タ ー ン で あ る 請 求 項
４ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 が 、 前 記 被 験 者 の 前 記 ２ つ 以 上 の 発 振 器 系 間 の 位 相 と 周 波 数 ロ ッ
ク の う ち の １ つ を 有 す る こ と を 含 む 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 被 験 者 が 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 決 定 す る た め に 、 前 記 プ ロ セ ッ サ が 前
記 尺 度 を 生 理 学 的 調 和 範 囲 と 比 較 し 、 前 記 プ ロ セ ッ サ が さ ら に 、 前 記 尺 度 を 前 記 生 理 学 的
調 和 範 囲 と 比 較 し た 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 被 験 者 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る 請 求 項 ４ ９
に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク が 、 前 記 被 験 者 を 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 に 遷 移 さ せ る 請 求 項 ５ ９ に
記 載 の シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 サ ン プ リ ン グ 手 段 が さ ら に 、 前 記 生 理 学 的 特 性 を 複 数 の 被 験 者 そ れ ぞ れ か ら サ ン プ
リ ン グ す る よ う な さ れ 、 前 記 プ ロ セ ッ サ が さ ら に 、
　 前 記 複 数 の 被 験 者 そ れ ぞ れ か ら の 前 記 生 理 学 的 特 性 の 前 記 サ ン プ リ ン グ か ら グ ル ー プ の
尺 度 を 決 定 し 、
　 前 記 複 数 の 被 験 者 が 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 前 記 グ ル ー プ の 尺 度 に 基 づ
い て 決 定 す る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 被 験 者 が 生 理 学 的 調 和 状 態 に あ る か ど う か を 決 定 す る た め に 、 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、
前 記 グ ル ー プ の 尺 度 を 生 理 学 的 調 和 範 囲 と 比 較 し 、 前 記 プ ロ セ ッ サ が さ ら に 、 前 記 グ ル ー
プ の 尺 度 を 前 記 生 理 学 的 調 和 範 囲 と 比 較 し た 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 複 数 の 被 験 者 に フ ィ ー
ド バ ッ ク を 提 供 す る 請 求 項 ６ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク が 、 前 記 複 数 の 被 験 者 を 前 記 生 理 学 的 調 和 状 態 に 接 近 さ せ る 請 求 項
６ ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 フ ィ ー ド バ ッ ク が ゲ ー ム ・ イ ベ ン ト の 形 式 で あ る 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 関 連 出 願 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 関 連 出 願 の 相 互 引 用 ）
　 本 願 は 、 参 照 に よ っ て 本 明 細 書 に 完 全 に 組 み 込 ま れ る 、 ２ ０ ０ ３ 年 １ １ 月 ４ 日 に 出 願 さ
れ た 米 国 特 許 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ５ １ ７ ５ ３ ４ 号 に 関 し 、 こ の 米 国 特 許 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ５ １ ７
５ ３ ４ 号 の 優 先 権 を 主 張 す る 。 本 願 は ま た 、 ２ ０ ０ ０ 年 ３ 月 １ 日 に 出 願 さ れ た Ｐ Ｃ Ｔ 国 際
出 願 第 Ｐ Ｃ Ｔ ／ Ｕ Ｓ ０ ０ ／ ０ ５ ２ ２ ４ 号 に 基 づ い た 米 国 特 許 第 １ ０ ／ ４ ８ ６ ７ ７ ５ 号 に 対
す る 優 先 権 を 主 張 し 、 こ の Ｐ Ｃ Ｔ 国 際 出 願 第 Ｐ Ｃ Ｔ ／ Ｕ Ｓ ０ ０ ／ ０ ５ ２ ２ ４ 号 は 、 １ ９ ９
９ 年 ３ 月 ２ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ２ ６ ０ ６ ４ ３ 号 の 利 点 を 主 張 し 、 こ の 米
国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ２ ６ ０ ６ ４ ３ 号 は 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 完 全 に 組 み 込 ま れ る 。
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 生 理 学 的 調 和 （ エ ン ト レ イ ン メ ン ト ま た は 共 鳴 と も 呼 ば れ る ） の 促 進 に 関 し
、 よ り 詳 細 に は 、 呼 吸 訓 練 ま た は 精 神 ／ 感 情 の 自 己 管 理 技 法 を 使 用 し て 生 理 学 的 調 和 お よ
び ／ ま た は エ ン ト レ イ ン メ ン ト を 達 成 す る シ ス テ ム と 方 法 に 関 す る 。 ま た 、 呼 吸 パ タ ー ン
を 監 視 し て 感 情 ／ ス ト レ ス 状 態 を 検 出 す る シ ス テ ム と 方 法 を も 開 示 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 生 活 が ま す ま す 複 雑 化 す る 中 で 、 生 理 学 的 状 態 と 感 情 的 健 康 状 態 と の 関 係 は 、 関 心 と 重
要 性 が 高 ま り つ つ あ る 。 多 く の 研 究 に よ り 、 ス ト レ ス や そ の 他 の 感 情 的 要 因 が 病 気 の 危 険
性 を 増 大 さ せ 、 行 動 と 生 産 性 を 低 下 さ せ 、 生 活 の 質 を 著 し く 制 限 す る こ と が 示 さ れ て い る
。 こ の た め に 、 各 国 の 医 療 団 体 で 療 法 と 予 防 計 画 が 絶 え ず 求 め ら れ て い る 。 現 在 で は 、 体
内 の 系 の 自 己 統 制 に 関 す る 注 目 が 、 行 動 を 向 上 さ せ 、 多 数 の 健 康 上 の 問 題 か ら の 回 復 を 促
進 す る 分 野 に お け る 研 究 へ と 導 か れ て い る 。 そ の よ う な 研 究 に よ り 、 例 え ば 、 教 育 機 関 で
の 成 績 、 意 思 伝 達 と 聴 解 技 能 の 向 上 、 反 応 時 間 の 短 縮 化 、 協 調 性 の 向 上 と の 因 果 関 係 が 示
唆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 過 去 ２ ５ 年 間 に わ た り 、 精 神 お よ び ／ ま た は 感 情 の 不 安 定 状 態 を 改 善 し 、 ス ト レ ス を 軽
減 し 、 行 動 を 改 善 さ せ る た め の 従 来 の 心 理 療 法 ま た は 薬 物 介 入 に 対 す る 代 替 方 法 と し て 、
様 々 な 新 規 な 技 法 が 導 入 さ れ て き た 。 認 知 の 再 構 成 と 神 経 言 語 プ ロ グ ラ ミ ン グ な ど の よ り
心 理 学 的 な 手 法 に 加 え て 、 心 理 学 者 は 、 集 中 し た 瞑 想 の 間 に 「 心 を 静 め る 」 た め に 、 東 洋
文 化 か ら い く つ か の 技 法 を 採 用 し て き た 。 例 え ば 、 ヨ ー ガ で は 、 一 般 に 呼 吸 ま た は 脳 (bra
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in)の 部 分 に 集 中 す る 一 方 で 、 気 功 (qigong)で は 「 丹 田 (dan tien)」 の 一 点 （ 臍 の 下 ） に
集 中 す る 。 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ボ ル ダ ー ク リ ー ク の Ｉ ｎ ｓ ｔ ｉ ｔ ｕ ｔ ｅ 　 ｏ ｆ 　 Ｈ ｅ ａ ｒ ｔ
　 Ｍ ａ ｔ ｈ に よ っ て 開 発 さ れ た Ｆ ｒ ｅ ｅ ｚ ｅ Ｆ ｒ ａ ｍ ｅ （ 登 録 商 標 ） （ Ｆ Ｆ ） や そ の 他 の
関 連 す る 技 法 で は 、 心 臓 周 辺 の 領 域 に 意 識 を 集 中 さ せ る 。 こ れ ら の す べ て の 技 法 で は 、 個
別 で あ り な が ら 相 互 作 用 す る 神 経 処 理 中 枢 (neuronal processing centers)の グ ル ー プ や
、 そ の グ ル ー プ が 相 互 作 用 に 用 い る 生 物 学 的 発 振 器 (biological oscillators)を 含 む こ と
が 知 ら れ る 体 の 領 域 に 意 識 を 集 中 す る 。 心 臓 、 脳 、 腸 は 、 ペ ー ス メ ー カ 細 胞 と し て 知 ら れ
る 生 物 学 的 発 振 器 を 含 ん で い る 。 こ れ ら の 発 振 器 系 の い ず れ か １ つ に 意 図 的 に 意 識 を 集 中
さ せ る こ と に よ っ て 、 人 は そ の リ ズ ム を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ は 少 な く と も 、 脳
（ 瞑 想 ） 、 ヨ ー ガ 呼 吸 （ 呼 吸 ） と そ の 他 の 認 識 に よ っ て 誘 導 さ れ る 整 調 呼 吸 技 法 、 心 臓 （
Ｆ ｒ ｅ ｅ ｚ ｅ － Ｆ ｒ ａ ｍ ｅ ｒ （ Ｆ Ｆ ） お よ び そ の 他 の Ｈ ｅ ａ ｒ ｔ Ｍ ａ ｔ ｈ 技 法 ） 、 お そ ら
く は 消 化 器 （ 気 功 ） に つ い て 当 て は ま る 。 人 体 は ま た 、 脈 管 系 の 平 滑 筋 な ど 、 そ の 他 の 発
振 系 を も 含 ん で い る 。 本 発 明 の 譲 受 人 に 譲 渡 さ れ 、 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 完 全 に 組 み 込 ま
れ る 米 国 特 許 第 ６ ３ ５ ８ ２ ０ １ 号 、 発 明 の 名 称 「 Ｍ ｅ ｔ ｈ ｏ ｄ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ａ ｐ ｐ ａ ｒ ａ ｔ
ｕ ｓ 　 ｆ ｏ ｒ 　 Ｆ ａ ｃ ｉ ｌ ｉ ｔ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｏ ｌ ｏ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｈ ｅ ｒ ｅ
ｎ ｃ ｅ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ａ ｕ ｔ ｏ ｎ ｏ ｒ ｎ ｉ ｃ 　 Ｂ ａ ｌ ａ ｎ ｃ ｅ 」 で は 、 血 圧 リ ズ ム （ パ ル ス 通
過 時 間 （ Ｐ Ｐ Ｔ ） を 記 録 す る こ と に よ っ て 測 定 さ れ る ） 、 心 臓 （ 心 拍 数 変 動 （ Ｈ Ｒ Ｖ ） に
よ っ て 測 定 さ れ る ） 、 呼 吸 器 系 （ 呼 吸 速 度 に よ っ て 測 定 さ れ る ） な ど の 人 体 の 系 が す べ て
エ ン ト レ イ ン す る こ と が で き る こ と が 示 さ れ て い る 。 さ ら に 、 そ れ ら は す べ て ０ ． １ ヘ ル
ツ （ Ｈ ｚ ） 周 辺 で 変 動 す る 周 波 数 に 同 期 化 す る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 系 は 、 結 合 さ れ た
生 物 学 的 発 振 器 と し て 振 る 舞 い 、 意 図 的 に 互 い に 同 期 化 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 こ
の 調 和 ま た は 共 鳴 モ ー ド で は 、 複 数 の 脳 リ ズ ム （ 陽 極 電 気 脳 造 影 法 (electroencephalogra
h)（ Ｅ Ｅ Ｇ ） に よ っ て 測 定 さ れ る ） が さ ら に 心 臓 と 同 期 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｈ Ｒ Ｖ 波 形 に ス ペ ク ト ル 解 析 技 法 を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 自 律 神 経 系 の う ち の 交 感 神
経 枝 ま た は 副 交 感 神 経 枝 の 活 動 を 表 す そ の 様 々 な 周 波 数 構 成 要 素 を 識 別 す る こ と が で き る
。 Ｈ Ｒ Ｖ パ ワ ー ・ ス ペ ク ト ル は 、 ３ つ の 周 波 数 範 囲 ま た は 帯 域 、 す な わ ち 超 低 周 波 （ Ｖ Ｌ
Ｆ ） の ０ ． ０ ３ ３ か ら ０ ． ０ ４ Ｈ ｚ 、 低 周 波 （ Ｌ Ｆ ） の ０ ． ０ ４ か ら ０ ． １ ５ Ｈ ｚ 、 高 周
波 （ Ｈ Ｆ ） の ０ ． １ ５ か ら ０ ． ４ Ｈ ｚ に 分 類 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 高 周 波 （ Ｈ Ｆ ） 帯 域 は 、 副 交 感 神 経 ま た は 迷 走 神 経 の 活 動 の 尺 度 と し て 広 く 認 め ら れ て
い る 。 こ の 帯 域 内 の ピ ー ク は 、 一 般 に 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 （ Ｒ Ｓ Ａ ） と 呼 ば れ る 、 呼 吸 周 期
に 関 連 す る 心 拍 数 の 変 動 に 対 応 す る 。 副 交 感 神 経 の 活 動 の 低 下 は 、 精 神 的 ま た は 感 情 的 な
ス ト レ ス 、 パ ニ ッ ク に よ る 苦 痛 、 不 安 ま た は 苦 悩 、 う つ 、 高 血 圧 、 心 臓 病 、 そ の 他 多 数 の
疾 患 に 見 舞 わ れ た 個 人 に 見 受 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ま で の Ｒ Ｓ Ａ 訓 練 手 法 は 、
Ｈ Ｒ Ｖ パ ワ ー ・ ス ペ ク ト ル の Ｈ Ｆ ピ ー ク を 増 大 さ せ る こ と を 重 視 し て い た 。 低 周 波 （ Ｌ Ｆ
） 領 域 は 、 特 に 短 期 間 の 記 録 に お い て 、 交 感 神 経 と 副 交 感 神 経 の 活 動 の 両 方 を 表 す こ と が
で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 先 に 組 み 込 ま れ た 米 国 特 許 第 ６ ３ ５ ８ ２ ９ １ 号 で 記 載 さ れ た Ｆ Ｆ 技 法 は 、 心 臓 に 集 中 す
る 自 己 管 理 技 法 で あ る が 、 そ の 呼 吸 周 期 も ま た 、 精 神 的 ／ 感 情 的 状 態 と 結 び 付 け る こ と が
で き 、 生 理 学 的 調 和 お よ び ／ ま た は エ ン ト レ イ ン メ ン ト を 達 成 す る た め に 使 用 す る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 生 理 学 的 調 和 を 促 進 す る 方 式 で 呼 吸 周 期 と Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン を 最 適 化
す る 方 法 と 装 置 を 提 供 す る 必 要 性 が 存 在 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 呼 吸 の 監 視 お よ び 訓 練 を 使 用 し た 生 理 学 的 調 和 を 促 進 す る 方 法 と 装 置 を 開 示 す る 。 一 実
施 態 様 に お い て 、 人 間 の 感 情 的 状 態 を 改 善 す る 方 法 は 、 被 験 者 の 呼 吸 を 監 視 す る ス テ ッ プ
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と 、 被 験 者 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン の １ つ ま た は 複 数 を 特 定 す る ス テ ッ プ と を 含 み 、 こ の １
つ ま た は 複 数 の 呼 吸 パ タ ー ン は 、 現 在 の 呼 吸 周 期 と 現 在 の 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 パ タ ー ン の う
ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 。 こ の 方 法 は ま た 、 被 験 者 の １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ
ー ン を 決 定 す る ス テ ッ プ を 含 み 、 そ の １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン は さ ら に 、 最
適 な 呼 吸 周 期 と 最 適 な 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 パ タ ー ン の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む 。 一 実 施
態 様 に お い て 、 そ の 方 法 は さ ら に 、 特 定 の 時 期 に 呼 吸 す る よ う 被 験 者 に 指 示 し て 、 １ つ ま
た は 複 数 の 現 在 の 呼 吸 パ タ ー ン が １ つ ま た は 複 数 の 最 適 な 呼 吸 パ タ ー ン に 接 近 す る よ う に
す る ス テ ッ プ と 、 そ の 被 験 者 の 感 情 的 状 態 を 表 す フ ィ ー ド バ ッ ク を そ の 被 験 者 に 提 供 す る
ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ の 他 の 実 施 形 態 を 本 明 細 書 に 開 示 し 請 求 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｉ ． 背 景
　 先 に 組 み 込 ま れ た 米 国 特 許 第 ６ ３ ５ ８ ２ ０ １ 号 で 開 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｆ ｒ ｅ ｅ ｚ ｅ
－ Ｆ ｒ ａ ｍ ｅ （ 登 録 商 標 ） は 、 精 神 と 感 情 の 自 己 管 理 や 行 動 の 強 化 に 使 用 す る こ と が で き
る １ つ の ツ ー ル で あ る 。 こ れ は 、 意 識 的 に 精 神 と 感 情 の 反 応 を 外 部 的 事 象 ま た は 内 部 的 事
象 の い ず れ か へ 切 り 離 し 、 次 い で 意 識 の 中 心 を 心 臓 の 周 辺 の 身 体 的 領 域 に 移 動 さ せ 、 吸 気
に お い て は ５ 秒 間 の リ ズ ム で 心 臓 を 介 し て 息 を 吸 い 込 む か の よ う に 、 呼 気 に お い て は ５ 秒
リ ズ ム で 太 陽 神 経 叢 (solar plexus)を 介 し て 息 を 吐 き 出 す か の よ う に 呼 吸 す る こ と か ら な
る 。 こ れ ら の ス テ ッ プ に よ り 、 心 臓 の 律 動 的 な 拍 動 パ タ ー ン に お け る 変 化 が 容 易 と な る 。
次 な る ス テ ッ プ は 、 愛 情 、 思 い や り ま た は 感 謝 な ど の 積 極 的 な 感 情 に 集 中 す る こ と に よ っ
て 、 感 情 的 状 態 を 意 図 的 に 変 化 さ せ る こ と で あ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 感 情 の 変 化
に よ っ て 、 調 和 し た 生 理 学 的 モ ー ド が 安 定 化 し 、 こ の 方 法 が 呼 吸 技 法 の み で 達 成 す る こ と
が で き る 内 容 を 超 え る も の と な る 。 こ の ツ ー ル は 、 こ の よ う に し て 、 個 人 が 意 識 の 中 心 を
精 神 か ら 自 身 の 心 臓 へ 移 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る 。 そ の よ う な 移 動 の 結 果 、 認 識 が 瞬 時
に 拡 大 さ れ る と 共 に 、 よ り 客 観 的 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 開 示 の 一 実 施 形 態 は 、 呼 吸 周 期 を 最 適 化 す る よ う 構 成 さ れ た 訓 練 シ ス テ ム に 関
す る 。 一 実 施 形 態 に お い て は 、 調 和 と 共 鳴 を 促 進 す る よ う に 呼 吸 周 期 を 最 適 化 す る こ と に
よ り 、 被 験 者 の 感 情 的 状 態 、 ス ト レ ス 水 準 、 行 動 を 同 時 に 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 「 調 和 」 と い う 用 語 は 、 よ り 規 則 正 し い 精 神 と 感 情 の プ ロ セ ス や 、 さ ま ざ ま な 生 理 学 的
体 系 に お け る よ り 規 則 正 し く か つ 平 衡 し た 相 互 作 用 を 表 す た め に 、 広 範 囲 に わ た る 状 況 に
お い て 使 用 す る 。 こ の 状 況 に お い て 「 調 和 」 は 、 同 期 、 エ ン ト レ イ ン メ ン ト 、 共 鳴 な ど 、
特 定 の 機 能 モ ー ド を 表 す た め に 使 用 さ れ る そ の 他 の 多 数 の 用 語 を 包 含 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 生 理 学 的 調 和 は 、 生 理 学 的 体 系 の 活 動 に お け る 自 己 調 和 と 相 互 調 和 を 特 徴 と す る 。 例 え
ば 、 こ の モ ー ド は 、 呼 吸 リ ズ ム と 心 臓 の 律 動 的 活 動 に お け る 調 和 の 向 上 を 伴 い 、 正 弦 波 状
の 心 臓 リ ズ ム ・ パ タ ー ン に よ っ て 明 ら か と な る （ 自 己 調 和 ） 。 さ ら に 、 こ の モ ー ド の 間 は
、 心 臓 の リ ズ ム 、 呼 吸 の リ ズ ム 、 血 圧 の 波 形 を 含 め 、 さ ま ざ ま な 生 理 学 的 発 振 体 系 の 間 に
お け る 相 互 調 和 ま た は エ ン ト レ イ ン メ ン ト が 向 上 す る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 生 理 学 的 調 和 の 間 に 発 生 す る 関 連 現 象 が 共 鳴 で あ る 。 物 理 に お い て 共 鳴 と は 、 そ の 周 波
数 が 系 の 固 有 周 波 数 と 同 じ か 、 ほ ぼ 同 じ で あ る 励 振 に 応 答 し て 、 著 し く 大 き な 振 動 が 系 内
で 発 生 す る 現 象 を 指 す 。 そ の よ う な 状 態 で 発 生 す る 振 動 の 周 波 数 は 、 系 の 共 鳴 周 波 数 と 呼
ば れ る 。 人 間 の 系 が 調 和 モ ー ド で 活 動 し て い る と き 、 同 期 の 向 上 が Ａ Ｎ Ｓ の 交 感 神 経 枝 と
副 交 感 神 経 枝 の 間 で 発 生 し 、 エ ン ト レ イ ン メ ン ト が 心 臓 の リ ズ ム 、 呼 吸 の リ ズ ム 、 血 圧 の
変 動 の 間 で 発 生 し 、 さ ら に は 超 低 周 波 の 脳 リ ズ ム 、 副 交 感 神 経 の リ ズ ム 、 皮 膚 上 の ほ と ん
ど あ ら ゆ る 箇 所 で 測 定 さ れ た 電 気 ポ テ ン シ ャ ル の 間 に も 発 生 す る こ と が あ る 。 こ れ は 、 こ
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れ ら の 発 振 副 体 系 が す べ て 、 系 の 共 鳴 周 波 数 （ ～ ０ ． １ ヘ ル ツ ） で 振 動 し て い る た め で あ
る 。 し た が っ て 、 調 和 モ ー ド で は 、 心 臓 リ ズ ム の パ ワ ー ・ ス ペ ク ト ル は ０ ． １ の 周 辺 で 著
し く 大 き な ピ ー ク を 示 す 。 大 部 分 の モ デ ル は 、 人 間 の 循 環 器 系 の 共 鳴 周 波 数 が 心 臓 と 脳 の
間 の フ ィ ー ド バ ッ ク ・ ル ー プ に よ っ て 決 ま る こ と を 示 し て い る 。 人 間 や 多 く の 動 物 で は 、
系 の 共 鳴 周 波 数 は お よ そ ０ ． １ ヘ ル ツ で あ り 、 こ れ は １ ０ 秒 の リ ズ ム と 等 価 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 生 理 学 的 機 能 の 点 か ら 、 生 理 学 的 調 和 と 共 鳴 は 多 数 の 利 点 を 系 に も た ら す 。 例 え ば 、 毛
細 血 管 と 組 織 の 間 に お け る 流 体 の 交 換 、 濾 過 、 吸 収 の 効 率 が 向 上 す る こ と に 伴 う 心 拍 出 量
の 増 加 、 循 環 器 系 が 循 環 の 必 要 量 に 適 合 す る 能 力 の 向 上 、 体 全 体 を 通 じ た 細 胞 の 一 時 的 同
期 の 向 上 が あ る 。 こ れ に よ っ て 、 体 の 系 全 体 の エ ネ ル ギ ー 効 率 と 代 謝 エ ネ ル ギ ー 貯 蓄 が 増
大 す る 。 こ れ ら の 発 見 に よ り 積 極 的 感 情 と 生 理 学 的 効 率 の 向 上 と が 関 連 付 け ら れ る が 、 こ
の こ と は 積 極 的 感 情 、 健 康 状 態 の 向 上 、 長 寿 化 と の 相 関 関 係 に つ い て 述 べ た 文 書 が 増 加 し
て い る 原 因 の 一 部 分 で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 心 臓 リ ズ ム と 呼 吸 と の エ ン ト レ イ ン メ ン ト は 、 そ の 他 の 生 理 学 的 系 と の エ ン ト レ イ ン メ
ン ト な し に も た ら す こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ は Ｈ Ｒ Ｖ パ ワ ー ・ ス ペ ク ト ル の 高 周 波 範 囲 で
発 生 が 可 能 で あ り 、 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 （ Ｒ Ｓ Ａ ） と 関 連 付 け ら れ る 。 こ の 種 類 の エ ン ト レ
イ ン メ ン ト は Ｒ Ｓ Ａ の よ り 規 則 的 な 形 式 を 表 し て い る が 、 本 明 細 書 で 説 明 す る よ り 広 範 囲
の 系 に お よ ぶ 調 和 ま た は 共 鳴 を 表 し て い は い な い 。 呼 吸 性 洞 性 不 整 脈 の バ イ オ フ ィ ー ド バ
ッ ク 訓 練 で は 、 パ ワ ー ・ ス ペ ク ト ル の 高 周 波 領 域 に お け る Ｈ Ｒ Ｖ の 量 を 増 加 さ せ る こ と が
重 視 さ れ て い た 。 本 明 細 書 で 説 明 す る プ ロ セ ス は 、 調 和 ま た は 共 鳴 の 生 理 学 的 モ ー ド を 促
進 す る も の で あ る た め 、 根 本 的 に 異 な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 呼 吸 リ ズ ム は 心 臓 リ ズ ム を 調 節 す る の で 、 調 和 を 促 進 す る た め に 利 用 す る こ と が で き る
。 こ の よ う な 理 由 に よ り 、 ス ト レ ス の 多 い と き に 数 回 深 呼 吸 す る と 一 助 と な る が 、 こ れ は
、 呼 吸 パ タ ー ン が 心 臓 リ ズ ム を 調 節 し 、 心 臓 リ ズ ム が 、 心 臓 か ら 脳 に 送 ら れ る 求 心 性 神 経
パ タ ー ン に お け る 変 化 を 含 め て 、 体 全 体 に 強 い 効 果 を も た ら す か ら で あ る 。 た だ し 、 調 和
モ ー ド が 発 生 す る に は 、 呼 吸 速 度 が 正 し い 周 波 数 の 速 度 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 呼 吸 と 心 臓 リ ズ ム を 連 結 す る 神 経 系 機 構 は 複 雑 で あ り 、 Ｒ Ｓ Ａ を 生 成 す る 基 礎 と な る 機
構 に 関 す る 普 遍 的 な 解 釈 は 存 在 し な い 。 自 律 神 経 系 は 、 複 雑 な フ ィ ー ド バ ッ ク ・ シ ス テ ム
を 経 由 し て 絶 え ず 更 新 さ れ か つ 調 節 さ れ て い る 。 多 数 の 調 節 プ ロ セ ス の 典 型 で あ る こ れ ら
の フ ィ ー ド バ ッ ク ・ ル ー プ は 、 肺 、 心 臓 、 脳 な ど の 器 官 間 に お け る 神 経 の 遠 心 性 や 求 心 性
活 動 で 段 階 的 に 増 加 し 、 減 少 す る こ と を 特 徴 と す る 律 動 的 パ タ ー ン を 生 成 す る 。 し ば し ば
、 心 拍 数 の 場 合 と 同 様 に 、 フ ィ ー ド バ ッ ク の 影 響 が 多 数 あ り 、 し た が っ て 反 応 は 多 数 の 律
動 的 構 成 要 素 の 和 と し て 編 成 さ れ て い る 。 通 常 の パ ラ メ ー タ 内 で は 、 発 振 の 振 幅 が 大 き い
こ と は 健 康 で あ る こ と と 関 連 付 け ら れ る 。 し た が っ て 、 律 動 的 な 生 理 学 的 プ ロ セ ス の 振 幅
は 、 個 人 の 神 経 系 と 反 応 能 力 の 状 態 の 指 標 と す る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 「 整 っ た
」 律 動 的 な 生 理 学 的 変 動 性 の 振 幅 が 大 き い ほ ど 、 反 応 能 力 ま た は 行 動 の 可 能 範 囲 も 大 き く
な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 呼 吸 に 関 連 す る 心 拍 数 の 調 整 を 説 明 す る た め に 一 般 的 に 提 案 さ れ て い る ３ つ の 主 要 機 構
は 、 （ １ ） 骨 髄 の 呼 吸 ニ ュ ー ロ ン (medullary respiratory neurons)が 心 臓 運 動 ニ ュ ー ロ
ン (cardiomotor neurons)に 及 ぼ す 直 接 的 影 響 、 （ ２ ） 動 脈 圧 受 容 体 (arteral barorecept
ors)ま た は 心 房 伸 張 受 容 体 (atrial stretch receptors)を 介 し て も た ら さ れ る 呼 吸 動 作 に
次 ぐ 血 圧 変 化 が 心 拍 数 に 及 ぼ す 間 接 的 影 響 、 （ ３ ） お そ ら く は 肺 や 胸 壁 か ら 胸 郭 拡 張 受 容
体 (thoracic stretch receptors)に よ っ て も た ら さ れ る 肺 膨 張 へ の 反 射 反 応 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 大 部 分 の 機 構 に 対 し て 肯 定 す る 証 拠 と 否 定 す る 証 拠 の 両 方 が 存 在 す る が 、 こ れ ら
は Ｒ Ｓ Ａ の 生 成 に お い て 、 あ る 役 割 を 少 な く と も そ れ ぞ れ が 果 た し て い る と 考 え ら れ る 。
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し た が っ て 、 Ｒ Ｓ Ａ は 中 枢 呼 吸 動 因 (central respiratory drive)が 自 律 求 心 性 信 号 (auto
nomic afferent signals)の 統 合 と 脳 幹 内 で の 自 律 遠 心 性 信 号 (autonomic efferent signa
l)の 生 成 に 及 ぼ す 複 合 効 果 、 お よ び 呼 吸 機 構 が 胸 郭 内 の 心 臓 血 管 構 造 に 及 ぼ す 複 合 効 果 を
反 映 す る 。 こ の 現 象 は 呼 吸 の 頻 度 と 大 き さ や 基 本 的 な 生 体 の 自 律 神 経 の 状 態 に 依 存 す る 。
様 々 な 生 理 学 的 状 態 の 間 に お け る Ｒ Ｓ Ａ の 規 模 と 位 相 特 性 に よ り 、 こ の 現 象 は 、 心 臓 の 共
感 活 動 と 迷 走 神 経 の 遠 心 活 動 の 両 方 の 呼 吸 調 整 や 、 肺 の 機 構 的 伸 張 に よ っ て も た ら さ れ る
こ と が 示 唆 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 呼 吸 は 、 心 臓 リ ズ ム を 調 節 す る と い う 事 実 に よ り 、 調 和 モ ー ド を 促 進 す る た め に 使 用 さ
れ る 場 合 、 迅 速 で 深 遠 な 体 全 体 の 効 果 を も た ら す こ と が で き る 効 果 的 な 介 入 と な る が 、 こ
れ に は 適 切 な 呼 吸 速 度 を 知 る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 呼 吸 速 度 を 低 下 さ せ た と き 、 心 拍 数 の 変 動 パ タ ー ン 、 血 圧 リ ズ ム と 呼 吸 リ ズ ム が 突 然 に
エ ン ト レ イ ン す る 段 階 が あ る こ と が 本 出 願 人 に よ り 確 認 さ れ て い る 。 本 質 的 に 、 系 は モ ー
ド を 変 化 さ せ 、 そ の 共 鳴 周 波 数 で 機 能 す る 。 先 に 組 み 込 ま れ た 米 国 特 許 第 ６ ３ ５ ８ ２ ０ １
に 記 載 し た よ う に 、 大 部 分 の 人 に と っ て こ の 周 波 数 は 約 ０ ． ０ １ Ｈ ｚ で あ る 。 た だ し 、 調
和 モ ー ド が 大 多 数 の 人 に 観 測 す る こ と が で き る 、 ０ ． ０ ３ １ ２ ５ ヘ ル ツ か ら ０ ． ２ ３ ４ ヘ
ル ツ の 間 の 周 波 数 範 囲 が 存 在 す る 。 人 の 機 能 が 調 和 モ ー ド に あ る と き 、 通 常 ０ ． ０ ３ １ ２
５ ヘ ル ツ の 範 囲 に あ る 非 線 形 リ ズ ム （ 呼 吸 、 血 圧 ま た は 心 臓 の リ ズ ム ） に は 変 動 性 が 存 在
す る 。 呼 吸 に 関 し て 、 こ れ は 、 通 常 １ ０ 秒 の リ ズ ム （ ０ ． １ ヘ ル ツ ） で あ る 共 鳴 周 波 数 の
両 側 の 周 囲 で 、 １ 分 間 あ た り 約 １ 呼 吸 分 、 リ ズ ム が 変 動 す る と 考 え ら れ る こ と を 意 味 す る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 明 細 書 で こ れ 以 降 使 用 す る よ う に 、 「 感 謝 」 と い う 用 語 は 、 被 験 者 が 、 あ る 人 ま た は
あ る 物 事 に 対 し て 、 真 摯 な ま た は 積 極 的 な 感 謝 の 感 情 を 明 確 に 認 知 ま た は 認 識 す る 状 態 を
意 味 す る も の と す る 。 Ｈ Ｒ Ｖ お よ び ／ ま た は 呼 吸 周 期 の 変 化 と 関 連 付 け ら れ る の は 、 心 か
ら の 感 謝 の 感 情 で あ る 。 あ ら ゆ る 実 験 的 状 態 と 同 様 に 、 こ れ を 適 切 に 表 す 言 葉 を 見 出 す こ
と は 困 難 で あ る 。 し か し な が ら 、 訓 練 に よ り こ の 状 態 の 時 間 の 比 率 を 増 加 さ せ る こ と は で
き る 。 ま た 、 人 が 海 岸 ま た は 森 林 で 自 然 と の 、 ま た は そ の 人 が 通 常 経 験 す る こ と が な い 自
分 自 身 と の 特 別 に 深 い 触 れ 合 い を 感 じ た と き に 時 々 得 ら れ る 瞬 間 に 類 似 し て い る と 表 現 す
る こ と も で き る 。 我 々 が 経 験 す る 深 刻 な 課 題 ま た は 問 題 に 対 す る 答 え が 見 つ か る の は 、 こ
れ ら の 瞬 間 で あ る こ と が し ば し ば で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 「 生 物 学 的 発 振 器 」 と い う 用 語 は 、 律 動 的 発 振 を 発 生 す る 細 胞 ま た は 細 胞 の 群 を 意 味 す
る 。 瞬 間 的 な 系 の 動 脈 圧 力 を 連 続 的 に 記 録 す る と 、 各 拍 動 と 各 呼 吸 で の 変 動 が 見 ら れ る 。
自 律 神 経 系 に お け る こ の 律 動 的 活 動 は 、 少 な く と も ３ つ の 生 物 学 的 発 振 器 系 、 す な わ ち 、
１ ） 呼 吸 発 振 器 と の 条 件 的 結 合 （ エ ン ト レ イ ン メ ン ト ） を 伴 う 脳 幹 ネ ッ ト ワ ー ク に お け る
中 心 遺 伝 子 (centrogenic)の リ ズ ム 、 ２ ） 圧 受 容 体 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ ネ ッ ト ワ ー ク 、 ３ ）
血 管 の 平 滑 筋 の 自 己 律 動 性 (autorhythmicity)に よ っ て 支 援 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 各
発 振 器 の そ れ ぞ れ は 異 な る 周 波 数 を 生 成 す る こ と が で き る と い う 事 実 と 、 発 振 の 間 で 位 相
が 遅 れ る と い う 事 実 か ら 、 発 振 器 の 間 で の 同 期 と エ ン ト レ イ ン メ ン ト を 可 能 に す る 類 似 の
基 本 周 波 数 で 、 生 理 学 的 発 振 器 の 間 に 周 波 数 プ リ ン グ が 発 生 し 得 る こ と が 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 動 脈 の パ ル ス 通 過 時 間 （ Ｐ Ｔ Ｔ ） は 、 動 脈 の パ ル ス 波 が 心 臓 か ら あ る 周 辺 の 記 録 位 置 へ
移 動 す る 速 度 の 尺 度 で あ る 。 拍 動 間 を 基 準 と し た 血 圧 変 化 の 表 示 と 血 圧 リ ズ ム の 変 化 の 表
示 は 、 動 脈 壁 の 弾 性 を 監 視 す る 非 侵 襲 法 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る よ う に 、 生 理 学 的 調 和 は 、 Ｈ Ｒ Ｖ パ ワ ー ・ ス ペ ク ト ル の Ｌ Ｆ 領 域 に
お け る 、 Ｖ Ｌ Ｆ ま た は Ｈ Ｆ 領 域 に そ の 他 の 顕 著 な ピ ー ク を 有 さ な い 狭 帯 域 の 大 振 幅 信 号 、
お よ び Ｈ Ｒ Ｖ デ ー タ の 時 間 領 域 ト レ ー ス (time domain trace)に お け る 比 較 的 調 和 し た 信
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号 （ 正 弦 波 状 ） を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 II． 呼 吸 周 期 訓 練
　 前 述 の よ う に 、 呼 吸 周 期 と Ｒ Ｓ Ａ 振 幅 は 物 理 的 お よ び 感 情 的 健 康 状 態 と 関 連 付 け ら れ る
こ と が 知 ら れ て い る が 、 生 理 学 的 調 和 を 促 進 す る 方 式 で 呼 吸 周 期 と Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン を 最 適
化 す る 改 善 さ れ た 方 法 に 対 す る 必 要 性 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 １ 分 間 あ た り の 呼 吸 の 最 適 数 は 、 Ｈ Ｒ Ｖ パ ワ ー ／ ス ペ ク ト ル の 調 和 ピ
ー ク の 高 さ な ら び に ／ ま た は 呼 吸 ト レ ー ス の ス ペ ク ト ル の 安 定 性 と 高 さ に よ っ て 決 定 さ れ
る 。 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 １ 分 間 あ た り の 呼 吸 の 最 適 パ タ ー ン と 周 波 数 を 決 定 し 、 特
定 の 被 験 者 を 訓 練 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 不 安 や う つ は 、 悲 嘆 、 欲 求
不 満 、 怒 り な ど そ の 他 の 種 類 の ス ト レ ス と 同 様 に 、 検 出 す る こ と が で き る 特 徴 的 な 呼 吸 パ
タ ー ン を 有 す る で あ ろ う 。 ま た 、 愛 情 や 、 同 情 、 思 い や り 、 楽 し み な ど の 様 々 な 積 極 的 感
情 も 特 徴 的 な 呼 吸 パ タ ー ン を 有 す る で あ ろ う 。 こ れ ら は 、 Ｈ Ｒ Ｖ 、 呼 吸 パ タ ー ン ま た は そ
れ ら の 組 合 せ か ら 検 出 す る こ と が で き る 。 呼 吸 の 最 適 な 数 （ ま た は 範 囲 ） は 、 あ ら ゆ る 所
定 の 時 間 間 隔 （ 例 え ば １ 秒 間 あ た り ） に 対 し て 決 定 す る こ と が で き る こ と を 同 様 に 理 解 さ
れ た い 。 前 述 の よ う に 、 一 実 施 形 態 に お い て こ の 呼 吸 の 最 適 数 は 、 Ｈ Ｒ Ｖ パ タ ー ン 、 血 圧
リ ズ ム と 呼 吸 リ ズ ム が エ ン ト レ イ ン す る 時 点 （ 本 明 細 書 に お い て は 共 鳴 周 波 数 と 呼 ぶ ） で
あ る 。 こ の 周 波 数 は 約 ０ ． １ Ｈ ｚ と す る こ と が で き る が 、 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 共 鳴
周 波 数 は ０ ． ０ ３ １ ２ ５ ヘ ル ツ か ら ０ ． ２ ３ ４ ヘ ル ツ の 範 囲 内 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 被 験 者 の 感 情 状 態 が 特 定 さ れ る と 、 呼 吸 周 期 訓 練 シ ス テ ム を 使 用 し て エ ン ト レ イ ン メ ン
ト お よ び ／ ま た は 調 和 の 状 態 を 達 成 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 呼 吸 周 期 訓
練 シ ス テ ム は 、 被 験 者 が 次 に 呼 吸 す る 時 点 を 特 定 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 呼 吸 指
示 器 を 含 む 。 呼 吸 指 示 器 は ま た 、 呼 吸 す べ き こ と を 合 図 す る 被 験 者 へ の 指 示 と し て も 機 能
す る こ と が で き る 。 使 用 す る 呼 吸 指 示 器 の 種 類 に 関 わ ら ず 、 一 実 施 形 態 に お い て 、 指 示 器
の タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス は 所 定 の 最 適 呼 吸 数 の 関 数 で あ る 。 非 限 定 的 な 例 と し て 、 所 定
の 最 適 呼 吸 数 が １ 分 間 あ た り ６ に 決 定 さ れ る よ う に 、 呼 吸 指 示 器 の タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン
ス は １ ０ 秒 間 隔 に 設 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 、 被 験 者 は 、 毎 分 合 計 ６ 回 の 呼 吸 を
行 う よ う に そ れ ぞ れ １ ０ 秒 間 隔 で 呼 吸 指 示 が 与 え ら れ る 。 当 然 な が ら 、 １ 分 間 あ た り の 所
定 の 最 適 呼 吸 数 は ６ よ り 多 く て も 少 な く て も よ い こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 呼 吸 指 示 器 は 、 人 間 の １ つ ま た は 複 数 の 知 覚 を 使 用 し て 感 知 可 能 な 任 意 の 指 示 と す る こ
と が で き る が 、 一 実 施 形 態 に お い て は 、 特 定 の 被 験 者 に 視 覚 さ れ る 光 で あ る 。 指 示 器 の タ
イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス （ 所 定 の 時 間 間 隔 あ た り の 最 適 呼 吸 数 に 基 づ く ） に 基 づ い て 、 そ の
光 は 、 被 験 者 が 呼 吸 す る 必 要 が あ る こ と を 指 示 す る よ う に 輝 く 。 そ の 他 の 任 意 の 視 覚 的 指
示 を 使 用 し て も よ い こ と を 同 様 に 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 視 覚 的 呼 吸 指 示 器 に 加 え て （ ま た は そ れ に 代 わ っ て ） 、 聴 覚 指 示 器 を 使 用 し て 特 定 の 被
験 者 の 呼 吸 周 期 を 訓 練 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 被 験 者 が 呼 吸 す る べ き 瞬 間 に 特 定 の
音 声 を そ の 被 験 者 に 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 呼 吸 指 示 器 は ま た 、 呼 吸 す る 必 要 が あ る と き に 被 験 者 に 触 感 信 号 を 提 供 す る 触 感 指 示 器
と す る こ と も で き る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 触 感 指 示 器 は 、 被 験 者 の 胴 の 周 囲 に 配 置 さ れ
る ベ ル ト 形 式 の 装 置 と す る こ と が で き る 。 呼 吸 の タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス が 被 験 者 に 呼 吸
す る よ う 要 求 す る と き 、 ベ ル ト 形 式 の 装 置 は 振 動 す る か 、 ま た は わ ず か に 収 縮 し 、 そ れ に
よ っ て 被 験 者 に 呼 吸 す る よ う 指 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 被 験 者 の 呼 吸 周 期 を 十 分 に 最 適 化 す る た め に 、 呼 吸 刺 激 へ の 被 験 者 の 反 応 時 間 を 考 慮 す
る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 呼 吸 指 示 が 被 験 者 に 与 え ら れ た 時 点 と 、 そ の 被 験 者 が 実 際 に
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呼 吸 し た 時 点 と の 間 の 時 間 は 、 １ 秒 か ら ２ 秒 変 動 す る こ と が あ る 。 さ ら に 、 反 応 時 間 は 被
験 者 間 で 異 な る 傾 向 が あ る 。 し た が っ て 、 訓 練 シ ス テ ム は 特 定 の 被 験 者 の 反 応 時 間 に 基 づ
い て 較 正 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 較 正 モ ー ド は 、 特 定 の 被 験 者 の 反 応 時
間 の 近 似 値 を 決 定 す る た め に 使 用 さ れ る 。 こ の 較 正 モ ー ド の 間 、 一 連 の 呼 吸 指 示 が 被 験 者
に 与 え ら れ る 。 次 い で 、 呼 吸 指 示 が 与 え ら れ る 時 点 と 、 被 験 者 が 実 際 に 呼 吸 す る 時 点 と の
間 の 時 間 の 長 さ を 測 定 す る こ と が で き る 。 次 い で こ の 値 は 、 所 定 の 時 間 間 隔 あ た り （ 例 え
ば １ 分 間 あ た り ） の 最 適 な 回 数 の 呼 吸 が な さ れ る よ う に す る た め に 、 指 示 器 の タ イ ミ ン グ
・ シ ー ケ ン ス に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 反 応 時 間 を 考 慮 し た 後 で も 、 多 く の 被 験 者 は 不 規 則 な 呼 吸 現 象 （ 呼 吸 が 停 止 す る 、 ま た
は 十 分 に 呼 気 し な い な ど ） を 時 々 経 験 す る 。 こ れ は 多 数 の 要 因 に よ っ て 発 生 す る 可 能 性 が
あ る が 、 被 験 者 が 指 示 器 の タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス に 追 従 す る こ と が で き な い と い う 結 果
に な る こ と が し ば し ば で あ る 。 こ れ ら の 不 規 則 な 呼 吸 現 象 は 通 常 は 不 随 意 の も の で あ り 、
必 要 以 上 の 呼 吸 も し く は 「 急 速 な 呼 吸 」 を す る こ と 、 ま た は 呼 吸 す る よ う に 指 示 さ れ た と
き に そ う し な い こ と （ 例 え ば 、 被 験 者 が 一 時 的 に ま ど ろ む 場 合 に 発 生 す る こ と が あ る ） を
含 む 可 能 性 が あ る 。 い ず れ に し て も 、 不 規 則 な 呼 吸 現 象 が 発 生 す る と 、 指 示 器 の タ イ ミ ン
グ ・ シ ー ケ ン ス は 最 適 化 す る こ と が で き な く な る 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 他
の 態 様 は 、 そ の よ う な 不 規 則 な 呼 吸 現 象 を 考 慮 す る よ う に 指 示 器 の タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン
ス を 調 節 す る フ ィ ー ド バ ッ ク ・ ル ー プ を 利 用 し た 訓 練 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。 こ
の 目 的 で 、 訓 練 シ ス テ ム は 、 呼 吸 監 視 を 利 用 し て 被 験 者 が 呼 吸 し た 時 点 を 検 出 す る こ と が
で き る 。 一 実 施 形 態 に お い て は 、 被 験 者 が 呼 吸 し た 時 点 を 検 出 す る た め に 、 ベ ス ト ま た は
革 ひ も を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 呼 吸 ま た は Ｈ Ｒ Ｖ リ ズ ム の い ず れ か に 相 関 す る 案 内 と フ ィ ー ド バ
ッ ク を 提 供 す る こ と で あ り 、 こ の 案 内 と フ ィ ー ド バ ッ ク に お い て 目 標 パ タ ー ン が 被 験 者 に
表 示 さ れ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 目 標 パ タ ー ン は 、 最 適 化 さ れ た 呼 吸 ／ Ｈ Ｒ Ｖ リ ズ
ム の 正 弦 波 で あ り 、 被 験 者 の 呼 吸 ／ Ｈ Ｒ Ｖ リ ズ ム を こ の リ ズ ム に 一 致 さ せ る よ う 試 み る こ
と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 理 想 的 な リ ズ ム ま た は 最 適 化 さ れ た リ ズ ム を 表 現 す る の で は
な く 、 被 験 者 の 「 調 和 ピ ー ク 」 が 最 大 化 さ れ た と き に 、 目 標 パ タ ー ン （ 例 え ば 正 弦 波 ） の
周 波 数 が 、 最 適 化 さ れ た 周 波 数 に 収 束 す る 。 調 和 ピ ー ク が そ の 最 大 値 に 到 達 し た と き 、 そ
の 周 波 数 は 、 訓 練 の 目 的 で 被 験 者 に 表 示 す る こ と が で き る 目 標 リ ズ ム と な る 固 有 共 鳴 周 波
数 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 図 面 を 参 照 す る と 、 図 １ に は 、 被 験 者 を 訓 練 し て 自 身 の 呼 吸 周 期 を 最 適 化 す る 方
法 に 対 す る 一 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の プ ロ セ ス は 、 呼 吸 の 監 視 が 開 始 さ れ る ブ ロ ッ
ク １ ０ で 始 ま る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 こ れ は 、 被 験 者 が 呼 吸 し た 時 点 を 検 出 す る こ と が
可 能 な ベ ル ト ／ ス ト ラ ッ プ を 被 験 者 の 胴 に 巻 き つ け る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 た だ し 、
被 験 者 の 呼 吸 周 期 を 監 視 す る そ の 他 の 多 数 の 手 段 が 使 用 す る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ
た い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ブ ロ ッ ク ２ ０ で シ ス テ ム は 、 特 定 の 被 験 者 の 反 応 時 間 を 考 慮 す る よ う に 較 正 す る 。 一 実
施 形 態 に お い て 、 こ れ は 一 連 の テ ス ト 指 示 を 被 験 者 に 提 供 す る こ と に よ っ て な さ れ る 。 被
験 者 は 、 テ ス ト 指 示 器 を 受 け る た び に 呼 吸 す る よ う 要 求 さ れ る 。 テ ス ト 指 示 が 与 え ら れ た
時 点 と 被 験 者 が 実 際 に 呼 吸 し た 時 点 と の 間 で 経 過 し た 時 間 は 、 テ ス ト を 反 復 す る た び に 測
定 さ れ る 。 そ の 後 に 、 平 均 反 応 時 間 の 基 準 が 決 定 さ れ る 。 限 定 は し な い が 、 平 均 値 、 重 み
付 き 平 均 な ど を 含 め 、 多 数 の 方 法 が 被 験 者 の 反 応 時 間 に 到 達 す る た め に 使 用 す る こ と が で
き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 前 述 の よ う に 、 呼 吸 速 度 を 低 下 さ せ た と き 、 心 拍 数 の 変 動 パ タ ー ン 、 血 圧 リ ズ ム 、 呼 吸
リ ズ ム が 突 然 に エ ン ト レ イ ン す る 段 階 が あ る こ と が 本 出 願 人 に よ り 確 認 さ れ て い る 。 本 質
的 に 、 系 は モ ー ド が 変 化 し 、 そ の 共 鳴 周 波 数 で 機 能 す る 。 こ の 共 鳴 周 波 数 は 、 一 実 施 形 態
に お い て は 約 ０ ． １ Ｈ ｚ で あ る が 、 他 の 実 施 形 態 に お い て は ０ ． ０ ３ １ ２ ５ ヘ ル ツ か ら ０
． ２ ３ ４ ヘ ル ツ の 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ブ ロ ッ ク ３ ０ で は 、 選 択 さ れ た 呼 吸 速 度 指 示 器 を 初 期 化 す る こ と が で き る 。 呼 吸 指 示 器
に は 利 用 可 能 な 種 類 が 多 数 あ る た め 、 こ の 初 期 化 手 順 は 、 使 用 さ れ て い る 呼 吸 速 度 指 示 器
の 種 類 に よ っ て 異 な る 。 例 え ば 、 呼 吸 速 度 指 示 器 が 被 験 者 の 胴 の 周 り に 配 置 さ れ る ベ ル ト
で あ る 場 合 、 初 期 化 は 、 被 験 者 に ベ ル ト を 配 置 す る こ と や 、 ソ フ ト ウ ェ ア を 初 期 化 し て 指
示 器 の 機 能 を 動 作 さ せ る こ と か ら な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 時 点 で 、 呼 吸 速 度 指 示 を 被 験 者 に 与 え る こ と に よ っ て 、 呼 吸 訓 練 シ ー ケ ン ス を 開 始
す る こ と が で き る （ ブ ロ ッ ク ４ ０ ） 。 ブ ロ ッ ク ５ ０ で は 、 不 規 則 な 呼 吸 現 象 が 発 生 し た か
ど う か に 関 し て 判 断 が な さ れ る 。 こ れ は 例 え ば 、 初 回 の 呼 吸 指 示 が 与 え ら れ た 後 に 、 プ ロ
グ ラ ム さ れ た 反 応 時 間 内 に 被 験 者 が 呼 吸 し 損 じ る こ と か ら な る 場 合 が あ る 。 あ る い は 、 不
規 則 な 呼 吸 現 象 は 、 被 験 者 が 呼 吸 指 示 の 間 に 複 数 回 呼 吸 す る こ と か ら な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ブ ロ ッ ク ５ ０ に お い て 、 不 規 則 な 呼 吸 現 象 が 発 生 し な か っ た と 判 断 さ れ た 場 合 、 訓 練 プ
ロ セ ス は ブ ロ ッ ク ６ ０ に 進 み 、 こ の ブ ロ ッ ク ６ ０ で 次 の 呼 吸 指 示 器 の タ イ ミ ン グ が 計 算 さ
れ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 そ の タ イ ミ ン グ は 、 呼 吸 の 所 定 の 最 適 数 と 、 ブ ロ ッ ク ２ ０ か
ら の 被 験 者 の 反 応 時 間 の 関 数 で あ る 。 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 被 験 者 の 反 応 時 間 を 各 呼
吸 指 示 器 で 再 計 算 し て 、 被 験 者 の 現 在 の 反 応 時 間 に よ り 緊 密 に 従 う よ う に タ イ ミ ン グ ・ シ
ー ケ ン ス を 動 的 に 調 節 す る こ と が で き る 。 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 不 規 則 な 呼 吸 現 象 が 発
生 し な か っ た と き に は 、 最 初 に 計 算 さ れ た タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス （ 被 験 者 の 反 応 時 間 を
含 む ） が 使 用 さ れ る 。 い ず れ の 場 合 に も 、 ブ ロ ッ ク ５ ０ の 後 に 訓 練 プ ロ セ ス は ブ ロ ッ ク ３
０ に 戻 り 、 こ の ブ ロ ッ ク ３ ０ で 次 の 呼 吸 指 示 が 被 験 者 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 不 規 則 な 呼 吸 現 象 が 発 生 し た 場 合 に は 、 訓 練 プ ロ セ ス は ブ ロ ッ ク ７ ０ に
移 動 し 、 こ の ブ ロ ッ ク ７ ０ で 、 事 前 に 決 定 さ れ た タ イ ミ ン グ ・ シ ー ケ ン ス が 、 変 化 し た 状
況 を 考 慮 す る よ う に 調 節 さ れ る 。 そ の よ う な 調 節 は 、 例 え ば 、 被 験 者 が 過 度 に 急 速 に 呼 吸
し た 場 合 に 次 の 呼 吸 指 示 器 の タ イ ミ ン グ を 遅 延 す る こ と 、 ま た は 被 験 者 が 以 前 に 指 示 さ れ
た と き に 呼 吸 を し 損 な っ た 場 合 に 次 の 呼 吸 指 示 器 の タ イ ミ ン グ を 短 縮 す る こ と を 含 む 。 一
実 施 形 態 に お い て 、 な さ れ る 調 節 は 、 特 定 の 時 間 間 隔 に わ た る 呼 吸 の 所 定 の 最 適 数 と 、 そ
の 時 間 間 隔 内 に 被 験 者 が 呼 吸 し た 回 数 の 関 数 で あ る 。 当 然 な が ら 、 上 記 の 訓 練 プ ロ セ ス の
い か な る 時 点 に お い て も 、 訓 練 は 被 験 者 ま た は 観 察 者 の い ず れ に よ っ て も 中 断 す る こ と が
で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 訓 練 シ ス テ ム の 呼 吸 指 示 器 に よ っ て 指 示 さ れ る こ と に 加 え て 、 訓 練 シ ス テ ム は ま た 、 被
験 者 の 呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン が 最 適 レ ベ ル に 接 近 し た と き に 、 正 の フ ィ
ー ド バ ッ ク を 提 供 す る こ と も で き る 。 一 実 施 形 態 に お い て は 、 最 適 な 呼 吸 レ ベ ル に 接 近 し
た と き に 、 目 標 に 向 か っ て 変 化 す る 図 形 要 素 を 被 験 者 に 表 示 す る こ と も で き る 。 例 と し て
、 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 訓 練 シ ス テ ム に よ っ て 作 成 さ れ た 図 形 形 式 で あ る 。
こ の 特 定 の 実 施 形 態 に お い て は 、 熱 気 球 が 田 舎 の 風 景 を 横 切 っ て 浮 か び 、 個 人 の エ ン ト レ
イ ン メ ン ト ・ レ ベ ル に 基 づ い て 、 気 球 が 空 に 浮 か ぶ と き に 背 景 の 景 色 が 徐 々 に ス ク ロ ー ル
す る 。 こ の 個 人 が 最 適 な 呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン を 維 持 し な い 場 合 、 気 球
は 地 上 へ 下 降 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 レ ン ガ 壁 ま た は 樹 木 な ど の 障 害 物 が 飛 行 経 路 の 間
に 表 示 さ れ る 。 個 人 の 呼 吸 周 期 が こ れ ら の 障 害 物 の い ず れ か を ク リ ア す る ほ ど 十 分 に 最 適
化 さ れ て な い 場 合 、 十 分 に 最 適 化 さ れ た 呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン が 達 成 さ
れ る ま で 、 気 球 の 飛 行 は 妨 げ ら れ る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ３ に 代 替 の 視 覚 フ ィ ー ド バ ッ ク 形 式 を 示 す 。 こ の 形 式 で は 、 個 人 の 呼 吸 周 期 お よ び ／
ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン が 最 適 レ ベ ル に 接 近 し た と き 、 虹 が 鉢 に 向 か っ て 成 長 す る 。 被 験 者
が 内 部 調 和 ／ エ ン ト レ イ ン メ ン ト を 維 持 し て い る 間 、 鉢 に 向 か う 虹 の 成 長 は 平 滑 で 着 実 な
も の と な る が 、 被 験 者 が 調 和 ／ エ ン ト レ イ ン メ ン ト （ 被 験 者 の 呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ
Ｓ Ａ パ タ ー ン に よ っ て 決 定 さ れ る ） を 維 持 し て い な い 場 合 、 虹 は 後 退 す る 。 虹 が 鉢 に 到 達
す る と 、 被 験 者 が 調 和 ／ エ ン ト レ イ ン メ ン ト を 絶 え ず 維 持 し て い る 場 合 に は 、 金 貨 が 集 ま
っ て 鉢 に 詰 め 込 ま れ る 。 例 え ば 、 中 程 度 の 調 和 ／ エ ン ト レ イ ン メ ン ト は ５ 秒 間 ご と に １ 枚
の 硬 貨 が 鉢 に 追 加 さ れ 、 高 度 な 調 和 ／ エ ン ト レ イ ン メ ン ト は ５ 秒 間 ご と に ２ 枚 の 硬 貨 が 鉢
に 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 、 前 述 の 訓 練 シ ス テ ム に よ っ て 生 成 さ れ た さ ら に 他 の
可 能 な 視 覚 フ ィ ー ド バ ッ ク 形 式 で あ る 。 こ の 特 定 の 実 施 形 態 に お い て は 、 被 験 者 が 最 適 な
呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン を 維 持 し て い る と き 、 自 然 の 風 景 が 時 間 と 共 に 変
化 す る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 呼 吸 周 期 の 質 が 低 い 、 ま た は 維 持 さ れ な い 場 合 、 風 景 は 変
化 し な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 述 の よ う に 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 視 覚 フ ィ ー ド バ ッ ク 形 式 は 、 被 験 者 に 表 示 さ れ る
目 標 パ タ ー ン の 形 式 と す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 目 標 パ タ ー ン は 、 最
適 化 さ れ た 呼 吸 ／ Ｈ Ｒ Ｖ リ ズ ム の 正 弦 波 で あ り 、 被 験 者 の 呼 吸 ／ Ｈ Ｒ Ｖ リ ズ ム を こ の リ ズ
ム に 一 致 さ せ る よ う 試 み る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 目 標 パ タ ー ン （ 例 え ば 正 弦 波 ） の 周 波 数 は 、 被 験 者 の 「 調 和 ピ
ー ク 」 が 最 大 化 さ れ た と き に 、 よ り 高 い 周 波 数 か ら よ り 低 い 周 波 数 に 移 動 し 、 最 適 化 さ れ
た 周 波 数 に 収 束 す る 。 調 和 ピ ー ク が そ の 最 大 値 に 到 達 し た と き 、 そ の 周 波 数 は 、 訓 練 の 目
的 で 被 験 者 に 表 示 す る こ と が で き る 目 標 リ ズ ム と な る 固 有 共 鳴 周 波 数 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 当 然 な が ら 、 最 適 化 さ れ た 呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン に 接 近 し た と き 、 そ
の 他 に も 多 数 の 形 式 の 正 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 被 験 者 に 提 供 す る こ と が で き る こ と を 理 解 さ
れ た い 。 そ の よ う な 他 の 形 式 の 正 の フ ィ ー ド バ ッ ク に は 、 聴 覚 フ ィ ー ド バ ッ ク 、 触 覚 フ ィ
ー ド バ ッ ク な ど を 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 被 験 者 の 呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン が 所 定 の 最 適 レ ベ ル か ら 遠 ざ
か る と き 、 図 形 要 素 は 目 標 か ら 離 れ て 変 化 す る 。 図 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 気 球 は 地 表 に
向 か っ て 下 方 へ 移 動 さ せ ら れ る 。 図 ３ の 代 替 実 施 形 態 に お い て 、 虹 は 色 を 失 い 、 上 述 の 金
の 鉢 か ら 分 離 し 始 め る 。 ま た 図 ４ の 実 施 形 態 に お い て 、 色 と 細 部 は 風 景 か ら 徐 々 に 除 去 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 代 替 実 施 形 態 で は 、 詳 細 情 報 、 図 形 情 報 、 図 形 画 像 、 ビ デ オ 画 像 、 オ ー デ ィ オ ・ フ ィ ー
ド バ ッ ク を 含 め た 様 々 な 表 示 形 式 を 用 い る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 エ ン ト レ
イ ン メ ン ト の レ ベ ル に よ っ て 音 楽 伝 達 シ ス テ ム の 音 量 を 制 御 す る 。 こ れ は 、 被 験 者 が 最 適
な 呼 吸 周 期 に ど れ ほ ど 接 近 し て い る か に 基 づ い て 実 施 す る こ と が で き 、 こ こ で 音 量 は ユ ー
ザ の 呼 吸 周 期 が 最 適 レ ベ ル に 接 近 す る に つ れ て 増 大 す る 。 シ ス テ ム は 、 エ ン ト レ イ ン メ ン
ト ・ プ ロ セ ス を 促 進 す る よ う 特 別 に 構 成 さ れ た 音 楽 を 使 用 す る こ と に よ っ て 最 適 化 す る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 一 実 施 形 態 に お い て 、 音 楽 は エ ン ト レ イ ン メ ン ト ・ レ ベ ル と 共 に 様
式 お よ び ／ ま た は 速 度 が 変 化 す る 。 さ ら に 、 音 響 制 御 器 に よ っ て 言 葉 の メ ッ セ ー ジ を 伝 達
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 同 様 に 、 Ｈ Ｒ Ｖ パ タ ー ン 解 析 ま た は 呼 吸 リ ズ ム か ら 誘 導 さ れ る 調 和 は 、 音 響 、 ビ デ オ お
よ び ／ ま た は 特 定 の ゲ ー ム ・ イ ベ ン ト (gaming events)を 進 行 さ せ る た め に 使 用 す る こ と
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が で き る 。 特 に 、 調 和 が 低 下 す る と （ 消 極 的 な 精 神 ／ 感 情 の 状 態 と 関 連 付 け ら れ る ） 、 あ
る 形 式 の フ ィ ー ド バ ッ ク ま た は ゲ ー ム ・ イ ベ ン ト が 生 成 さ れ 、 調 和 が 向 上 す る と （ 積 極 的
な 精 神 ／ 感 情 の 状 態 と 関 連 付 け ら れ る ） 、 異 な る 形 式 の フ ィ ー ド バ ッ ク ま た は ゲ ー ム ・ イ
ベ ン ト が 進 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 あ る 個 人 に 対 し エ ン ト レ イ ン メ ン ト を 達 成 す る 上 で は 、 さ ま ざ ま な 画 像 が そ の 他 の 画 像
よ り も よ り 有 用 と な る 。 こ れ ら の 画 像 は 、 所 定 の 視 覚 と 聴 覚 リ ズ ム に 基 づ い て 選 択 さ れ 、
そ の 個 人 に 固 有 の も の で あ る 場 合 が あ り 、 日 に よ っ て も 変 化 す る こ と が あ る 。 一 実 施 形 態
に お い て 、 ス ク リ ー ン ・ セ ー バ は 、 所 定 の 視 覚 リ ズ ム と 聴 覚 リ ズ ム を 有 す る 視 覚 画 像 を 提
示 し 、 そ の 個 人 が 個 人 的 好 み に 基 づ い て 選 択 す る 選 択 肢 を 含 ん で い る 。 フ ィ ー ド バ ッ ク が
ス ク リ ー ン ・ セ ー バ ・ プ ロ グ ラ ム に 提 供 さ れ る 場 合 、 そ の ス ク リ ー ン ・ セ ー バ ・ プ ロ グ ラ
ム は 、 そ の 個 人 に 対 す る 効 果 を 最 適 化 す る 調 節 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 訓 練 シ ス テ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 媒 体 で 記 憶 し 、
配 布 す る こ と が で き る コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム の 形 式 で 実 施 さ れ る 。 そ の ソ フ ト ウ ェ ア
は 、 パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ 、 ハ ン ド ・ ヘ ル ド ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・ デ バ イ ス 、 ま た
は ソ フ ト ウ ェ ア ・ プ ロ グ ラ ム の 実 行 が 可 能 な そ の 他 の 媒 体 上 で 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ に 、 フ ィ ー ド バ ッ ク を 使 用 し て 、 被 験 者 の 呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン
を 最 適 化 す る こ と に よ っ て 被 験 者 の 感 情 状 態 を 改 善 す る 方 法 に 対 す る 一 実 施 形 態 を 示 す 。
こ の 実 施 形 態 に お い て 、 プ ロ セ ス ５ ０ ０ は 、 被 験 者 の 呼 吸 リ ズ ム と パ タ ー ン を 監 視 す る ブ
ロ ッ ク ５ １ ０ で 始 ま る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 監 視 は 、 図 １ を 参 照 し て 上 述 し た よ う
に 進 行 す る 。 次 い で シ ス テ ム は 、 被 験 者 の 特 定 の 呼 吸 パ タ ー ン に 較 正 す る （ ブ ロ ッ ク ５ ２
０ ） 。 こ の 較 正 プ ロ セ ス は 、 被 験 者 の 反 応 時 間 お よ び ／ ま た は 呼 吸 の 癖 を 考 慮 す る よ う に
シ ス テ ム を 調 節 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 シ ス テ ム が 被 験 者 の 呼 吸 リ ズ ム を 監 視 し て い る 状 態 で 、 被 験 者 の 呼 吸 の パ タ ー ン を 解 析
し て 、 そ の 被 験 者 の 感 情 状 態 を 識 別 す る （ ブ ロ ッ ク ５ ３ ０ ） 。 以 下 に 述 べ る よ う に 、 こ の
情 報 は 、 生 理 学 的 調 和 を 促 進 す る 方 式 で 被 験 者 の 呼 吸 周 期 お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン
を 最 適 化 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 引 き 続 き 図 ５ を 参 照 す る と 、 プ ロ セ ス ５ ０ ０ は ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ に 進 み 、 こ こ で ブ ロ ッ ク
５ ３ ０ の パ タ ー ン 認 識 に 基 づ い て 、 積 極 的 な 感 情 状 態 を 強 化 す る た め に フ ィ ー ド バ ッ ク が
被 験 者 に 提 供 さ れ る 。 そ の よ う な フ ィ ー ド バ ッ ク は 、 図 ２ ～ ４ を 参 照 し て 上 述 し た 形 式 と
す る か 、 ま た は 任 意 の 数 の 付 加 的 な 提 示 形 式 を 用 い る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
た だ し 、 消 極 的 な 感 情 状 態 が 検 出 さ れ た 場 合 （ 例 え ば 、 感 情 的 ス ト レ ス ） 、 ブ ロ ッ ク ５ ５
０ に お い て シ ス テ ム は 、 例 え ば 上 述 の フ ィ ー ド バ ッ ク 手 法 を 使 用 し て 、 被 験 者 の 呼 吸 周 期
お よ び ／ ま た は Ｒ Ｓ Ａ パ タ ー ン を 最 適 化 す る こ と に よ っ て 、 被 験 者 の 内 面 的 感 情 状 態 を 改
善 す る よ う 構 成 さ れ た 調 和 フ ィ ー ド バ ッ ク を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 エ ン ト レ イ ン メ ン ト し た 状 態 は 、 腺 や 器 官 の 緊 張 を 緩 和 さ せ る こ と に よ っ て 効 率 的 な 生
理 学 的 状 態 を も た ら す こ と か ら 、 上 述 の 訓 練 ／ フ ィ ー ド バ ッ ク ・ シ ス テ ム は 医 療 団 体 に 適
用 可 能 で あ る 。 あ る 病 状 を 有 す る 個 人 に 健 康 状 態 の 自 己 誘 起 を 教 示 す る こ と に よ っ て 、 身
体 自 体 の 再 生 系 統 を 活 性 化 し 、 治 癒 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。 そ の よ う な 用 途 へ の 本 発
明 の 適 用 に は 、 疼 痛 の 管 理 、 血 圧 の 管 理 、 不 整 脈 の 安 定 化 、 糖 尿 病 の 管 理 、 そ の 他 多 く の
も の が あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 エ ン ト レ イ ン メ ン ト の 状 態 に 到 達 し て 維 持 す る こ と に よ る さ ら に 付 加 的 な 利 点 に は 、 自
律 神 経 系 の 効 率 的 機 能 が あ る 。 ま た 、 感 情 の 自 己 管 理 と 生 理 学 的 調 和 は 、 う つ 、 不 安 、 そ
の 他 の 感 情 的 ス ト レ ス の 軽 減 に お い て 、 お よ び 糖 尿 病 社 会 で の 血 糖 管 理 の 改 善 に お い て も
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効 果 的 で あ る 。 さ ら に 、 エ ン ト レ イ ン メ ン ト 状 態 を 維 持 す る こ と は 一 般 に 、 不 安 、 う つ 全
般 、 お よ び そ の 他 の 感 情 障 害 の 治 療 に 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 述 の 訓 練 ／ フ ィ ー ド バ ッ ク ・ シ ス テ ム は 衝 動 の 管 理 に 適 用 可 能 で あ り 、 摂 食 障 害 、 怒
り 、 お よ び ／ ま た は 耽 溺 の 克 服 に 役 立 つ 訓 練 を 可 能 に す る 。 訓 練 ／ フ ィ ー ド バ ッ ク ・ シ ス
テ ム は ま た 、 ス ト レ ス の 管 理 と 感 情 の 自 己 管 理 の 習 得 に も 利 用 す る こ と が で き る 。 一 実 施
形 態 に お い て は 、 神 経 系 と 内 分 泌 系 な ど 、 体 内 の そ の 他 の 系 を 図 示 す る た め に 視 覚 的 表 示
装 置 が 用 意 さ れ 、 こ の 表 示 装 置 に は 、 心 臓 か ら 脳 へ 、 肺 か ら 心 臓 へ 、 肺 か ら 脳 へ な ど の よ
う に 移 動 す る 信 号 が 表 示 さ れ る 。 こ こ で 、 こ れ ら の 信 号 の 効 果 は 明 確 に 見 受 け ら れ 、 エ ン
ト レ イ ン メ ン ト の 状 態 に 達 す る こ と に よ っ て 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 特 定 の 例 示 的 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し 添 付 の 図 面 に 図 示 し た が 、 そ の よ う な 実 施 形 態
は 、 広 範 な 本 発 明 を 単 に 例 示 す る も の で あ っ て 、 限 定 す る も の で は な い こ と 、 な ら び に 当
技 術 分 野 に 通 常 に 通 じ た 者 に と っ て は 様 々 な そ の 他 の 修 正 が 思 い つ く た め 、 本 発 明 は 、 図
示 お よ び 記 述 し た 特 定 の 構 成 お よ び 配 置 に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に よ る 訓 練 プ ロ セ ス の 流 れ 図 。
【 図 ２ 】 一 実 施 形 態 に よ る 正 の フ ィ ー ド バ ッ ク 形 式 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 他 の 実 施 形 態 に よ る 正 の フ ィ ー ド バ ッ ク 形 式 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に よ る 正 の フ ィ ー ド バ ッ ク 形 式 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 訓 練 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ プ ロ セ ス の 流 れ 図 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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